
高度ハイブリッド型人材
高度で複合的な専門知識と先端的情報技術の知識を組み合わせて

新たなシステムを創造できる人材

高知工業高等専門学校 専攻科 ソーシャルデザイン工学専攻の概要
【ソーシャルデザイン工学専攻の目的・必要性】
先端的情報技術を共通基盤とした複合・融合教育の高度化に取り組み、Society5.0を支え発展させる技術者を養成する。
⇒ 旧３専攻からソーシャルデザイン工学専攻へ再編（2021年度入学生から）
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ソーシャルデザイン工学専攻の特徴
１ 先端的情報技術の涵養
２ 複合的専門教育の実施（専門分野＋副専門分野）
３ 課題解決能力の涵養
４ 本科の教育体制の継続による優位性
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ハイブリッド型人材
専門分野と多面的な知識を融合して幅広い学識・技術を活用できる人材


